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2022年度 松阪市市⺠活動センター

3⽉までの事業（予定）
※ 新型コロナの影響により、事業の予定が変更・中止となる可能性があります。
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NPO⽀援のためのおススメ講座情報
※新型コロナの影響により、講座の開催が変更・中止となる可能性がございます。

地域づくり連携グループ地域を
元気に

地域と
連携︕

の講座
⽉1

⽇ 程

講 師

内 容

参加費

⽉ ⽇(⽊)

申込み

〔前半〕12:00〜12:10
〔後半〕12:10〜12:55

書籍から学ぶSDGs勉強会
講座づくり講座［導⼊･編］

〜どちらかの参加でも、両⽅参加でも〜（オンライン）

⽶⼭哲司
・NPO法⼈Mブリッジ 代表理事
・三重県地⽅創⽣会議 SDGs部会委員
・キャリアコンサルタント

※ご寄付は地域づくりや市⺠活動⽀援に活⽤いたします。
A:無料チケット B:寄付つきチケット➡800円

〈前半:書籍から学ぶSDGs勉強会〉市販のSDGs書籍を参考資料
にし、知識や理解を深める勉強会です。選定書籍は毎回異な
ります。SDGsに詳しくないお⽅でも楽しめるよう記事をご紹
介します。聴くだけのご参加も歓迎です。

〈後半:講座づくり講座［導⼊･編］〉講師を⽬指す⽅々のため
の講座です。今回のテーマは「導⼊」です。講座本編に⼊る前の
オープニングには、⾃⼰紹介、趣旨説明などの基本的な内容があり
ます。ほかにはアイスブレイク、グランドルールなど取り⼊れてお
くことで本編が進めやすくなる導⼊の設計をお伝えします。

〔前半〕
〔後半〕

⽉
2

⽉
1

リユースPC寄贈プログラム
申請団体募集締切（10/22から）1/8〈⽇〉〜

〈オンライン〉
リユースPC寄贈プログラム
寄贈式＋PC活⽤交流会

2/18〈⼟〉

※ 事業の日程等に変更があった際はその都度、

紙面やホームページなどでお知らせします。

おススメ講座〈オンライン〉
書籍から学ぶSDGs勉強会&
講座づくり講座［導⼊・編］

1/12〈⽊〉

おススメ講座〈オンライン〉
書籍から学ぶSDGs勉強会&
講座づくり講座［締めくくり・編］

2/28〈⽕〉

※通常開館は1/5(⽊)からとなります。

※会議室などのご予約ができません。予めご了承ください。

12 30⽉ ⽇ ⾦ 1 4⽉ ⽇ ⽔

2023年2022年

年末年始休館のご案内

松阪市 地域づくり連携課からお知らせ 記事担当︓津村

「地域の元気応援事業」の
公開プレゼン審査会を開催します︕

住民自治協議会やNPO等の市民活動団体による地域の特性を

生かした魅力ある活動を応援する事業です。コンペ式でアイデ

アを出しあい、優れた事業提案に対して活動資金を交付します。

松阪市役所 企画振興部
地域づくり連携課 TEL…0598-53-4324連絡先

※新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌のため、⼀般来場者を制限させて
いただく予定です。

地域の元気応援事業とは

「令和5年度 地域の元気応援事業」の公開プレゼンテーショ

ン審査会を、令和5年1月28日に松阪市産業振興センターにて

開催します。

審査結果等については市ホームページで

公開いたしますので、右記QRコードをご覧ください。

スマホ講座で防災・安全

今年度延べ18回開催してきました「スマホ講座」、みなさん

からのリクエストでは、スマホの使い道で一番多いカメラ機

能や、コミュニケーションツールのLINEが上位ですが、今回

はみなさんの生活に便利なアプリ「松阪ナビ」の勉強をして

もらいました。松阪ナビは松阪市が市民に無料で提供してい

る情報アプリで、このアプリから様々な市の情報を受信する

ことができます。しかしまだまだ普及率が低いということで、

今回は実際にみなさんにインストールしてもらい、登録手続

きと簡単な使い方を勉強しました。このアプリの便利な活用

スマホ講座の様子

方法として、万が一の災害時、自

分がどこに避難すれば良いのか、

すぐに検索できます。このアプリ

をご家族で共有していただける

といざという時に安心ですね。

の講座
⽉2

⽇ 程

講 師

内 容

参加費

⽉ ⽇(⽕)

申込み

〔前半〕12:05〜12:15
〔後半〕12:15〜12:55

書籍から学ぶSDGs勉強会
講座づくり講座［締めくくり･編］

〜どちらかの参加でも、両⽅参加でも〜（オンライン）

⽶⼭哲司
・NPO法⼈Mブリッジ 代表理事
・三重県地⽅創⽣会議 SDGs部会委員
・キャリアコンサルタント

※ご寄付は地域づくりや市⺠活動⽀援に活⽤いたします。
A:無料チケット B:寄付つきチケット➡800円

〈前半:書籍から学ぶSDGs勉強会〉市販のSDGs書籍を参考資料
にし、知識や理解を深める勉強会です。選定書籍は毎回異な
ります。SDGsに詳しくないお⽅でも楽しめるよう記事をご紹
介します。聴くだけのご参加も歓迎です。

〈後半:講座づくり講座［締めくくり･編］〉講師を⽬指す⽅々のた
めの講座です。今回のテーマは「締めくくり」です。講座を終える
際のクロージングでは、内容のふりかえり、気付きの再確認、講師
からのメッセージなどがあります。そのほかにも取り⼊れておく
ことで全体がまとまる締めくくりの設計をお伝えします。

〔前半〕
〔後半〕

10月15日、おススメ講座「動画編集“学びあう”

情報交換の集い」を実施しました。今回の講座は、

センター会議室（現地会場）とZoom（オンライン

会場）を繋いで実施するハイブリッド形式で開催し

ました。センターとしてはハイブリッド形式で実施

するのは初の試みでしたが、現地の参加者にもオン

ラインの状況がわかるようにプロジェクターで

Zoomの画面を投影することで、参加者同士が対話

しやすい環境を構築することができました。参加者

は、動画編集アプリは持っているが実際の編集は未

経験の人から、すでにyoutubeに動画を投稿してみ

える人まで幅広い層が集まりました。実際に動画を

公開している人から編集する際の工夫や、悩みを共

有してもらい、参加者同士の対話の中から解決につ

ながるヒントや、新たな学びを得てもらう場となり

ました。オンライン活用の大きな利点は、遠方の人

との対話が可能になることです。このスタイルは市

民活動の新たな形として定着しそうです。

センターおススメ講座報告

動画編集”学びあう”情報交換の集い
松阪市市⺠活動センター おススメ講座

ハイブリッド形式で開催

・3⽉までのセンター事業のご紹介…………
・年末年始休館のご案内………………………
・センターおススメ講座報告…………………
・住友理⼯助成⾦事業 第2次審査会開催……
・リスタートノートの書き⽅･使い⽅………

・住友理⼯助成⾦事業 昨年度事業報告……
・NPO⽀援のためのおススメ講座情報……
・【地域づくり連携グループ】げんきアップ松阪……
・地域づくり連携課からのお知らせ…………

3⽉予定 おススメ講座（内容未定）⽉
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ふるさと応援実⾏委員会／
KHR（鎌⽥中学校⼈権サークル）

今、私たちにできること
校区内から校区外へ 事業

奨
励
賞

〜コロナ禍の活動の難しさと今後の展望〜
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夢づくりスタート部⾨（5万円助成）

● ふるさと応援実⾏委員会
シニア世代の生きがいづくり私の自慢！事業

● ⼦供教室ミラコロ
子供教室ミラコロの継続 事業

街・⼈づくり部⾨（10万円助成）

● 多気町まちづくり仕掛⼈塾
⼦ども未来応援委員会

コロナ禍からの再スタート
子どもの権利を学ぶプロジェクト 事業

昨年度最優秀事業に贈る奨励賞

● ふるさと応援実⾏委員会
今、私たちにできること

校区内から校区外へ 事業

11⽉26⽇、第11回 住友理⼯「夢・街・⼈づくり助成
⾦」の第2次審査会（オンライン）を開催しました。
審査の結果、今年度の採択事業と昨年度の採択事業の
中から優秀な団体に贈られる奨励賞を決定しました。
今年は新型コロナ感染対策の観点から、現地に集まる
公開審査を取りやめ、オンライン形式でプレゼンテー
ションしていただく形となりました。
当⽇は団体プレゼンテーションと審査のみを⾏い、審
査の結果は後⽇通知しました。
この助成事業を経て、採択事業が地域をより良くして
くださることを願います。

団体緊急連絡網
団体にとって重要な情報を共有する際など、緊急

時に備えた連絡網を明確にしておくと安心です。

例えば、代表者 → 役員 → 会員（主要メンバー）

のように情報を伝えることを内部である程度

ルール化しておけば、万が一の際に迷いなく情報

共有できますよね。

メ モ
8ページ、9ページは自由に使える「メモ」

ページです。団体内部で共有しておきたい

情報を記しておきましょう。必要に応じて

出力した用紙を貼り付けても良いですよ。

2022年4月のアロマ100号発行の際、当センターの全登録団体に無償配布したリスタートノート

「栞（しおり）」の書き方・使い方を複数回に分けて解説してきたこのコーナーも今回で終了です。

いざという時のために、団体内部での情報共有にお役立てください。

リスタートノート「栞」の書き⽅・使い⽅
し お り

7ページ
8ページ以降

団体にとって新たなスタートを切る時

に慌てないようにリスタートノート

「栞」を活用してくださいね。

鎌田中学校の特別クラブKHR（鎌田中学校人権サーク

ル）の活動を校区外の方にも知っていただきたいと思い、

活動を広めるサポートを行いました。HPをリニューア

ルしたり、デザイン研修を受講してロゴを作成したり、

活動報告をまとめたパネルを住友理工株式会社松阪事

業所や校区外施設に展示しました。また、全国いじめ問

題子供サミットに三重県代表として参加しました。今後

もみんながすごしやすい町になるよう取り組んでいき

ます。

KHRのホームページはこちら
のQRコードからご覧いただ
けます。

⼦供教室ミラコロ
⼦供教室の学習プログラムの充実化に伴う 事業

今年は、人気があり定期化

したチリメンモンスター探

しや星空観察などに加えて、

吹き矢教室やイカの解剖体

験など新たなジャンルの教

室にも挑戦しました。コロ

ナウイルスの感染状況にあ

わせた対策をしつつ講座を

開くのが、やはり一番の困

難でした。また、講師・参

加者ともに人が集まること

に対しての認識差が一人ひ

とり異なり、全ての参加者

に安心してもらえる配慮が

できるよう心掛けました。

⽗⼦の会
発達障害児向け避難⽣活等体験活動 事業
発達障害児向けに避難生活

の体験活動や防災講話、簡易

式缶易トイレ作りワーク

ショップなどを実施しまし

た。活動時にはいかに子ども

たちに意識や関心を向けて

もらうかを考えて取り組み

ました。コロナ禍での開催に

は色々苦労もありましたが、

おかげさまで何とか無事に

取り組みを実施できました。

これからもこの取り組みを

工夫し継続していきます。あ

りがとうございました。

防災・減災飯⾼
櫛⽥川上流部（飯⾼町宮前地区）洪⽔ハザードマップ
拡⼤版 作成・配布・啓発・声掛け避難推進 事業

宮前地区は櫛田川沿いに住宅が点

在しており、約45%が65歳以上

の住民です。蓮ダムの緊急放流で

櫛田川洪水が発生した際の避難に

繋げるため、蓮ダム管理所の協力

を得て個人の住宅が明確に判読で

きるハザードマップを作製しまし

た。また、防災訓練では蓮ダム所

長にご講演いただくなど、各所で

住民への啓発活動も展開していま

す。新型コロナが収束後には、住

民の避難訓練を計画しています。 洪水ハザードマップ

子どもたちの郷土愛を育み、将

来の活動の担い手を育成するた

め、松阪に伝わる文化や歴史、産

業、偉人を学ぶ体験型イベント

を開催できました。新型コロナ

の影響により屋内イベントには

二の足を踏む方も居て、コロナ

禍のイベント運営の難しさもあ

りましたが、工場見学で大きな

材木を見て目を輝かせている子

供の姿を目にして、体験に勝る

学びはないと感じました。

アーナンダ
松阪のすてき体験 事業

イベント情報は
こちらから ➡

今年度助成⾦事業

住友理⼯ 夢・街・⼈づくり助成⾦事業報告 今回のアロマでは、松阪市市民活動センターと住友理工が協働で行っている「夢・街・人づくり助成金」事業の

今年度の審査結果の報告と昨年度採択事業の実施報告をご紹介します。

昨年度採択事業の実施報告第2次審査会 オンライン開催・採択事業決定


